
各
学
部
同
窓
会
は
そ
の
傘
下
と

し
て
存
続
、
従
来
通
り
自
主
的

活
動
を
継
続
し
全
学
同
窓
会
と

緊
密
に
連
携
を
保
ち
、
全
学
同

窓
会
の
要
請
を
受
け
て
所
属
の

同
窓
生
に
働
き
か
け
全
学
同
窓

会
と
一
体
と
な
っ
て
「
大
学
・

在
学
生
支
援
」
を
行
い
ま
す
。

（３） 

全
学
同
窓
会
の
運
営
及
び
活

動
資
金
に
つ
い
て
。

　

全
学
同
窓
会
の
事
業
運
営
は

新
入
生
・
在
学
生（
保
護
者
）か

ら
納
入
い
た
だ
く
大
学
支
援
事

業
費（
名
目
は
教
育
後
援
会
費
）

の
一
部
お
よ
び
各
学
部
同
窓
会

か
ら
拠
出
さ
れ
る
負
担
金
を
中

心
に
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（４） 

大
学
・
在
学
生
支
援
へ
の
対

応
に
関
連
し
ま
す
が
、
教
育
後
援

会
と
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
。

　

と
も
に
大
学
お
よ
び
在
学
生

支
援
が
目
的
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
学
友
会
組
織
を
母
体
に
再

出
発
し
た
教
育
後
援
会
は
課
外

活
動
中
心
に
在
学
生
支
援
事
業

を
行
い
、
全
学
同
窓
会
は
教
育

後
援
会
が
対
応
困
難
な
大
学
・

在
学
生
支
援
事
業（
就
職
支
援
・

進
路
相
談
の
講
師
、
産
学
連
携

支
援
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
卒

業
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
協
力
、

知
識
・
知
恵
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
用
が
不
可
欠
な
支
援
内
容
）を

担
当
し
ま
す
。

（５） 

同
窓
会
の
設
立
と
併
せ
て
三

者
協
議
会
が
出
来
ま
し
た
が
、

こ
の
組
織
が
果
た
す
目
的
と
役

割
に
つ
い
て
お
話
し
頂
け
ま
す

か
。

し
て
参
り
ま
す
。
新
規
取
り
組

み
と
し
て
は
大
学
支
援
と
し
て

五
代
友
厚
銅
像
憩
い
の
広
場
の

植
栽
及
び
テ
ー
ブ
ル
・
ベ
ン
チ

等
設
備
一
式
を
寄
贈
。
ま
た
、

大
学
が
行
う
地
方
入
試
説
明
会

に
つ
い
て
大
学
の
知
名
度
向
上

目
的
に
各
支
部
へ
支
援
協
力
要

（１） 
先
ず
、
全
学
同
窓
会
の
設
立

に
至
る
ま
で
の
経
緯
か
ら
お
願

い
し
ま
す
。

　

従
来
の
大
学
・
在
学
生
支
援

団
体
、
学
友
会（
平
成
17
年
設

立
）を
改
組
し
、「
大
阪
市
立
大

学
同
窓
会
」
と
「
大
阪
市
立
大

学
教
育
後
援
会
」
を
設
立
、
従

来
以
上
に
大
学
及
び
在
学
生
支

援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

全
学
同
窓
会
は
文
系
４
学
部

（
商
学
部
、
経
済
学
部
、
法
学

部
、
文
学
部
）の
同
窓
会
、
有
恒

会
と
理
学
部
、
工
学
部
、
医
学

部
、
生
活
科
学
部
の
各
同
窓
会
、

看
護
系
同
窓
会
、
よ
つ
ば
会
、

創
造
都
市
研
究
科
同
窓
会
の
７

同
窓
会
が
統
合
す
る
形
で
平
成

24
年
11
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

（２） 

各
学
部
同
窓
会
と
の
関
わ
り

と
役
割
分
担
に
つ
い
て
説
明
頂

け
ま
す
か
。

　

全
学
同
窓
会
は
卒
業
生
の
力

を
結
集
し
「
大
学
・
在
学
生
支

援
」
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

　

支
援
を
受
け
る
大
学
と
支
援

を
実
行
す
る
団
体
の
教
育
後
援

会
お
よ
び
全
学
同
窓
会
の
三
者

は
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る
「
大
学
支
援
協
議

会
」（
通
称
：
三
者
協
議
会
）を

設
立
し
、
三
者
間
の
連
携
を
よ

り
強
固
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
・
要
望
等
を
共
有
し

大
学
支
援
に
つ
い
て
の
方
向
づ

け
と
推
進
を
行
い
、
従
来
以
上

に
強
力
に
大
学
支
援
及
び
在
学

生
支
援
を
果
た
し
て
行
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
三
者
は
月
１
回
、
事
務
レ

ベ
ル
三
者
協
議
会
を
開
催
、
年

に
２
回
程
度
三
者
協
議
会（
ト
ッ

プ
会
議
）を
開
催
、推
進
中
で
す
。

（６） 

全
学
同
窓
会
は
設
立
後
３
年

を
経
過
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間

の
活
動
は
如
何
で
し
た
か
。

　

以
下
２
項
目
を
重
点
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

①
広
報
・
P
R
活
動

　

教
育
後
援
会
は
、「
が
ん
ば

れ
市
大
生
！
│
教
育
後
援
会
は

学
生
生
活
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
│
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
下
、
学
生
の
皆
さ
ん

の
社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
た

め
の
支
援
事
業
と
し
て（
１
）勉

学
活
動
支
援（
T
O
E
I
C
や

T
O
E
F
L
の
受
験
料
補
助
、

優
秀
成
績
者
の
表
彰
、
大
学
院

学
生
の
学
会
発
表
等
補
助
）、

（
２
）課
外
活
動
支
援（
ク
ラ

ブ
・
サ
ー
ク
ル
支
援
、
学
生
行

事
助
成
、
課
外
活
動
表
彰
な

ど
）、（
３
）就
職
活
動
支
援
、

（
４
）国
際
交
流
支
援（
短
期
留

学
支
援
、
学
生
国
際
交
流
支

援
）、（
５
）教
育
環
境
整
備
支

援（
学
情
セ
ン
タ
ー
へ
の
図
書

の
寄
贈
、
憩
い
と
交
流
の
場
の

た
め
の
施
設
・
設
備
の
寄
贈
）

な
ど
の
事
業
や
保
護
者
の
皆
さ

ん
と
大
学
の
交
流
を
深
め
る
た

め
の
保
護
者
会
員
交
流
支
援
事

業（
新
入
生
保
護
者
懇
談
会
、
保

護
者
交
流
会
）な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
新
規
支
援
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
平
成
26
年
度
よ

り
、「
保
護
者
の
皆
様
と
大
学
の

懸
け
橋
」
と
な
る
べ
く
設
け
ら

れ
ま
し
た
「
新
入
生
保
護
者
懇

談
会
」
を
開
催
し
、
今
年
度
で

３
回
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
教
育
後

援
会
主
催
で
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
保
護
者
の
皆
様
に
も
大
変

好
評
で
あ
り
、
ま
た
開
催
も
軌

道
に
乗
り
ま
し
た
の
で
、
28
年

度
開
催
の
懇
談
会
か
ら
、
大
学

の
主
体
性
を
よ
り
強
く
す
る
た

め
に
大
学
と
教
育
後
援
会
の
共

催
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
の
新
規
事

業
で
あ
り
ま
す
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
特
別
支
援
に
お
い
て
、
新

武
道
場
の
畳（
96
畳
）を
入
れ
替

え
、
銀
杏
祭
な
ど
に
使
う
６
脚

テ
ン
ト
13
張
と
ク
ラ
ブ
の
団
旗

（
18
ク
ラ
ブ
分
）を
新
調
し
、
寄

贈
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
安
全
ネ
ッ
ト
の
張
り

替
え
な
ど
学
生
の
皆
さ
ん
が
安

全
に
課
外
活
動
に
励
め
る
よ
う

　

大
学
サ
ポ
ー
タ
ー
支
援
室
は
、

平
成
23
年
７
月
に
当
時
の
総
務

課
内
に
「
大
学
サ
ポ
ー
タ
ー
事

務
局
」
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
27
年
４
月
に
は
、

名
称
を
大
学
サ
ポ
ー
タ
ー
支
援

室
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
本

学
の
重
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
で
あ
る
卒
業
生
、
保
護
者

の
皆
様
と
大
学
と
の
関
係
を
強

固
に
す
る
た
め
の
支
援
を
行
う

室
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

基
本
的
な
業
務
と
し
て
は
、大

き
く
分
け
て
二
点
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
大
学
を
誇
り
に
思

い
大
学
と
の
絆
を
実
感
し
て
も

ら
う
た
め
の
活
動
で
す
。

　

若
い
世
代
を
意
識
し
た
卒
業

生
と
の
交
流
サ
イ
ト
と
し
て
市

大
ア
ラ
ム
ナ
イ
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
は
大
学
か
ら
の
様
々
な
情
報

を
卒
業
生
、保
護
者
向
け
に
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
同
窓

会
や
教
育
後
援
会
と
連
携
し
て
、

在
学
生
や
卒
業
生
と
の
交
流
を

意
識
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
大
学

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
た
め

の
講
演
会
な
ど
を
企
画
実
施
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
多
く
の
卒

業
生
の
方
々
に
新
し
く
な
っ
た

大
学
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

今
年
開
催
す
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

デ
ー
で
は
、
同
窓
会
、
教
育
後

援
会
と
連
携
し
、「
健
康
」
を
一

つ
の
テ
ー
マ
に
し
て
、
疲
労
測

定
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
大
学
の
未
来
を

支
え
る
た
め
の
募
金
活
動
の
事

務
局
と
い
う
業
務
で
す
。

　

多
く
の
卒
業
生
・
保
護
者
の

方
々
に
、
こ
れ
ま
で
も
ご
支
援

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
大
学

を
取
り
巻
く
経
営
状
況
が
厳
し

く
な
っ
て
い
く
中
で
、
大
学
に

と
っ
て
あ
る
い
は
学
生
に
と
っ

て
よ
り
よ
い
教
育
・
研
究
環
境

を
整
え
る
た
め
に
、
寄
付
金
活

動
は
さ
ら
に
重
要
度
を
増
し
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
同

窓
会
、
教
育
後
援
会
と
連
携
し

て
、
都
市
と
と
も
に
あ
る
大
学
、

大
阪
市
立
大
学
を
大
い
に
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
室
長　

小
澤
洋
子
）

　

全
学
同
窓
会
報
の
発
行（
１

月
５
月
９
月
の
年
３
回
、
各
回

５
万
部
）と
全
学
同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
大
学
お
よ

び
同
窓
会
活
動
の
P
R
と
支
援

協
力
要
請
を
行
う
と
共
に
全
国

26
支
部
の
総
会
な
ど
へ
会
長
・

副
会
長
が
赴
き
、
直
接
卒
業
生

に
対
し
て
大
学
夢
基
金
寄
付
協

力
含
め
大
学
・
在
学
生
支
援
協

力
を
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

②
在
学
生
支
援

　
「
就
職
支
援
・
進
路
相
談
」（
公

務
員
・
教
員
・
民
間
企
業
志
望

者
と
話
し
や
す
い
若
手
の
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
と
の
交
流
会
等
）中
心
に

「
国
際
力
強
化
支
援
」「
キ
ャ
リ

ア
・
デ
ザ
イ
ン
支
援
」「
ク
ラ
ブ

支
援
・
交
流
」
ほ
か
様
々
な
在

学
生
支
援
事
業
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
就
職
支
援
や
公
開
講
座

の
講
師
の
皆
様
に
は
在
学
生
諸

君
の
た
め
に
ご
支
援
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
こ
と
、
紙
面
を
お
借

り
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

支
援
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に

学
部
学
生
の
皆
さ
ん
の
研
究
・

調
査
活
動
の
活
性
化
対
策
と
し

て
、
学
部
学
生
旅
費
等
補
助
事

業
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
後
援
会
は
保
護

者
会
員
中
心
の
組
織
で
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
に
相
応
し
い
組

織
と
な
る
よ
う
に
、
今
後
と
も

評
議
員
、
幹
事
、
常
任
幹
事
な

ど
の
役
員
に
保
護
者
の
方
に
就

い
て
い
た
だ
き
、
保
護
者
の
視

点
か
ら
よ
り
活
発
な
学
生
支
援

組
織
と
し
て
進
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
大
阪
市
立
大
学
の
学

生
に
と
っ
て
さ
ら
な
る
活
性
化

の
一
助
と
な
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
代
表
幹
事　

湯
浅
勲
）

全
学
同
窓
会

三
者
間
の
連
携
を
よ
り
強
固
に

　

大
阪
市
立
大
学
同
窓
会（
通
称
：
全
学
同
窓
会
）は
設
立
後
４
年
目
に
入
っ
た
。
こ
の
機
会
に
、

全
学
同
窓
会
の
過
去
３
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
中
心

に
事
務
局
長
の
植
田
浩
吉
氏（
法
昭
44
年
卒
）に
お
伺
い
し
た
。（
編
集
部
）

大
学
サ
ポ
ー
タ
ー
支
援
室

三
位
一
体
で
市
大
を
支
え
る
要
の
役
割
を

事業区分 全学同窓会活動計画
収入源別支出内訳

大学支援事業費
（保護者の納付金） 各同窓会支出

合計
（前年度）

在学生
支援

①就職支援・進路相談　
②国際力強化支援
③キャリアデザイン支援
（公開講座等）
④クラブ活動・各種行事支援

2,620 8,198 10,818 
(7,885 )

大学支援

①夢基金寄付募集協力
②図書・備品・施設等寄付
③産学官連携支援協力
④大学主催行事への参画・協力

0 12,359 12,359
(1,920)

同
窓
会
・
卒
業
生
支
援
＆
共
通
項
目

（
広
報
・
運
営
費
）

１.広報・PR活動
①全学同窓会会報発行
（年３回 1、5、9月）
②全学同窓会ホームページの
充実・強化

③全国各支部（26支部）への
協力要請活動

8,630 500 9,130
(6,635)

２.各同窓会・全国各支部活動支援
①各同窓会支援
（名簿管理・HP支援等）
②全国各支部活性化支援
（名簿提供等）
③談話室（文化交流センター）
管理運営支援

1,500 398 1,898
（1,127）

３.組織運営費 3,750 468 4,218
(1,538)

合計 17,400 21,923 39,323
(19,105)

※保護者の納付金（名目：教育後援会費　保護者納付16,000円/人・年の内、3,000円/人が全学同窓会活動見合分）

単位：千円28年度活動計画及び予算案

（７） 

平
成
28
年
度
に
入
り
ま
し
た

が
、
今
後
の
取
り
組
む
べ
き
課

題
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

本
年
も
在
学
生
支
援
事
業
中

心
に
広
報
・
Ｐ
Ｒ
活
動
、
特
に

重
点
３
テ
ー
マ（「
全
学
同
窓
会

報
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
名
簿
」

の
更
な
る
充
実
・
強
化
）に
注
力

請
を
行
い
ま
す
。
各
支
部
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
地
方
支
部
総

会
へ
の
在
学
生
保
護
者
の
招
待

拡
大
に
加
え
て
支
部
総
会
へ
の

新
卒
者
招
待
支
援
を
新
し
い
試

み
と
し
て
実
施
し
、
更
な
る
支

部
活
性
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

以
上
、
全
学
同
窓
会（
卒
業
生
中

心
）は
教
育
後
援
会（
保
護
者
中

心
）と
相
互
に
連
携
協
力
し
合
い
、

母
校
と
在
学
生
支
援
に
向
け
て
今

後
と
も
強
力
に
取
り
組
み
を
行
っ

て
参
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
ご
協
力
を
是
非
と
も
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大阪市立大学

連携

大阪市立大学

教育後援会
大阪市立大学

同窓会

大学支援協議会

（通称三者協議会）
（事務局：大学サポーター支援室）

連携

連携

大学支援団体の位置付けと連携関係

教
育
後
援
会

学
生
支
援
の
さ
ら
な
る
進
化
を
め
ざ
し
て
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　大阪府及び大阪市は平成27年12月に東西
二極の一極を担う「副首都・大阪」の確立
に向け副首都推進本部を設置しましたが、
平成28年4月開催の副首都推進本部会議に
おいて議題の１つとして「大学統合に向け
た検討体制や進め方について」が議論され
ました。
　副首都推進本部会議では新大学設置の目
的は大阪の発展を牽引する魅力ある大学を
つくることであり運営費交付金削減・効率
化のためではないこと、法人の設立形態・
統合方式は府市共同で設立団体となる新設
合併、統合プロセスは法人統合後、大学統
合（両大学統合による新大学設置）の方向を
軸に今後検討をすすめていくことが確認さ
れました。
　今後、平成31年度法人統合、平成34年大
学統合（新大学設置）というスケジュールを
念頭に置いて府・市、両大学で検討を進め
て行くことになります。
　本学としましては新大学の実現までの間、
荒川新理事長・学長の下、市立大学のプレ
ゼンスを高めるための取り組みを進めると
ともに新大学の実現を待たずして府立大学
と連携・共同で実施できる取り組みについ
ても併せて進めて行く予定です。

新大学実現に向けた動きと
今後の取り組み

大阪市立大学法人運営本部
大学改革・戦略担当部長

川上　悟

　

私
た
ち
は
、
国
際
的
な
競
争

の
激
化
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
な
ど
、
日
本
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
が
国
際
化
に
向
け
て
大

き
く
変
貌
を
遂
げ
て
お
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人
間
へ

の
ニ
ー
ズ
が
一
層
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
日
常
感
覚
で
実
感
し

て
い
ま
す
。
公
立
大
学
で
あ
る

本
学
に
は
、
こ
う
し
た
国
際
化

の
潮
流
の
な
か
で
、
大
阪
と
い

う
地
元
の
地
域
社
会
に
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
抱
き
な
が
ら
、

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
西
澤
良
記
前
学
長
の
発

案
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
後
期

よ
り
、
全
学
共
通
教
育
・
総
合

教
育
科
目
Ａ
「
特
別
枠
」
の
学

長
特
命
科
目
と
し
て
、「
大
阪
学

―
グ
ロ
ー
バ
ル
視
野
か
ら
見
る

大
阪
―
」（
以
下
、「
大
阪
学
」
と

略
称
）を
新
設
し
ま
し
た
。「
大

阪
学
」
の
狙
い
は
、
本
学
の
学

生
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
か
ら

大
阪
と
い
う
地
域
を
捉
え
、
国

際
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
人
材
へ
と
成
長
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
点
に
あ
り
ま
す（
詳

細
は
『
有
恒
会
報
』
第
２
０
４

号
参
照
）。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
あ
っ
て

ど
の
よ
う
な
学
生
を
育
て
る
の

か
を
模
索
す
る
新
た
な
試
み
の

一
つ
で
す
。

　
「
大
阪
学
」
の
講
師
と
し
て

は
、
日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
世
界

で
も
活
躍
し
て
い
る
社
会
人
、

優
れ
た
教
育
研
究
成
果
を
上
げ

て
い
る
本
学
教
員
を
お
招
き
し
、

オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
授
業
を
担

当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
大

阪
学
」
に
は
全
８
学
部
か
ら
86

名
が
登
録
し
、
毎
回
70
名
前
後

が
出
席
。
授
業
中
に
講
師
と
の

間
で
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、

授
業
の
終
わ
り
に
提
出
さ
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー
ド

で
も
多
く
の
質
問
、
コ
メ
ン
ト

が
記
載
さ
れ
る
な
ど
、
能
動
的

学
修
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
な

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
試
行
２
年
目
の
本
年

度
後
期
の
「
大
阪
学
」
で
は
、

学
外
か
ら
お
招
き
す
る
社
会
人

講
師
は
10
名
。
こ
の
う
ち
、
藤

沢
久
美（
シ
ン
ク
タ
ン
ク
ソ
フ
ィ

ア
バ
ン
ク
代
表
）、
古
川
弘
成

（
阪
和
興
業
株
式
会
社
代
表
取
締

役
）、
畑
田
美
智
子（
ガ
ラ
ス

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）の
３
氏
は
続

投
、
新
た
に
お
招
き
し
た
社
会

人
講
師
と
し
て
は
、
倉
持
治
夫

（
大
同
生
命
保
険
顧
問
）、
橋
村

公
英（
東
大
寺
執
事
長
）、
坂
本

陽
子（（
株
）ワ
イ
エ
ム
エ
ス
社

　

本
学
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

平
素
よ
り
本
学
の
教
育
と
研

究
に
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
４
月
、
荒
川
新
理
事
長

兼
学
長
の
下
に
発
足
し
ま
し

た
新
体
制
に
お
い
て
、
理
事

兼
副
学
長（
研
究
・
情
報
・
国

際
交
流
担
当
）を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く

教
育
と
研
究
は
大
学
の
最
も

重
要
な
柱
で
あ
り
ま
す
。
本

学
は
長
年
に
わ
た
る
先
輩
方

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
多
様
な

分
野
に
有
能
な
教
員
を
擁
す

る
伝
統
あ
る
総
合
大
学
と
し

て
、
高
度
な
研
究
に
裏
打
ち

さ
れ
た
教
養
教
育
、
学
部
・

大
学
院
教
育
を
実
践
し
、
多

く
の
有
為
な
卒
業
生
を
社
会

に
送
り
出
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
教
育
・
研
究
基
盤

の
更
な
る
強
化
と
併
せ
、
戦

略
的
に
本
学
の
強
い
研
究
分

野
を
重
点
強
化
し
、
大
型
の

競
争
的
外
部
資
金
獲
得
に
も

全
学
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
ま
た
、教
育
、研

究
の
両
面
で
の
国
際
力
の
強

化
と
情
報
基
盤
の
整
備
も
今

後
の
重
要
な
課
題
で
す
。
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
強
力
に

推
進
し
、
本
学
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
一
層
高
め
て
い
く
先
に
、

現
在
、
様
々
な
角
度
か
ら
検

討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

本
学
と
大
阪
府
立
大
学
の
統

合
に
よ
る
新
大
学
の
あ
る
べ

き
姿
が
定
ま
り
、
真
に
魅
力

あ
る
新
大
学
の
創
設
と
発
展

を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
本
学
同
窓

会
の
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
14
日（
火
）リ
ー
ガ
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
内
外
の
関

係
者
３
０
０
人
を
超
え
る
大
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

に
も
触
れ
ら
れ
た
の
が
サ
プ
ラ

イ
ズ
で
あ
っ
た
。

　

西
澤
前
学
長
が
６
年
間
の
在

任
期
間
の
ご
苦
労
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
た
挨
拶
の
要
旨
は
次
の

通
り
。

　
「
就
任
時
に
定
め
た
重
点
三
戦

略
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た

通
り
。
こ
の
路
線
で
開
設
に
こ

ぎ
つ
け
た
の
が
《
人
工
光
合
成

　

７
月
30
日（
土
）午
後
６
時
30

分
よ
り
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
大
阪
で
荒
川
哲
男
理
事
長
兼

学
長
就
任
記
念
祝
賀
会
が

３
０
０
名
を
超
え
る
出
席
者
を

迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。
祝
賀
会

に
先
立
っ
て
荒
川
先
生
よ
り

『
我
が
母
校
が
輝
き
を
増
す
た
め

に
』
と
題
し
て
自
己
紹
介
と
学

長
に
就
任
し
て
の
抱
負
が
語
ら

れ
た
。
市
立
大
学
を
大
阪
の
健

康
都
市
づ
く
り
の
た
め
の
「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
知
と
健
康
の
グ

ロ
ー
カ
ル
拠
点
」
と
す
る
た
め

７
月
に
は
拠
点
推
進
会
議
、
推

進
統
括
室
を
立
ち
上
げ
た
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

荒
川
学
長
の
挨
拶
の
後
、
祝

賀
会
発
起
人
を
代
表
し
て
生
野

弘
道
仁
澪
会（
医
学
部
同
窓
会
）

会
長
よ
り
、
荒
川
新
学
長
は
西
日

本
で
初
め
て
全
国
医
学
部
長
病
院

長
会
議
会
長
を
務
め
た
こ
と
が
学

長
選
考
委
員
に
高
く
評
価
さ
れ
た

と
、
新
学
長
の
経
歴
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
２
０
２
２
年
４
月
の

新
し
い
公
立
大
学

誕
生
に
向
け
、
支

援
し
て
行
き
た
い

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
け
て
辻 

洋

大
阪
府
立
大
学
理

事
長
兼
学
長
ら
よ

り
来
賓
の
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
塚
本

喜
左
衛
門
教
育
後

援
会
副
会
長
・
有

恒
会
副
会
長
よ
り

「
バ
イ
オ
や
医
療
分

　

代
表
発
起
人
は
荒
川
哲
男
現

学
長
で
近
隣
医
学
部
関
連
諸
大

学
・
医
療
機
関
代
表
の
祝
辞
が

次
々
と
続
き
ま
し
た
。
舞
台
に

は
長
年
苦
労
を
共
に
さ
れ
た
奥

様
が
同
席
さ
れ
、「
面
と
向
か
っ

て
は
言
い
に
く
い
の
で
、
今
こ

の
席
で
妻
に
感
謝
を
さ
さ
げ
た

い
」
と
宣
言
さ
れ
、
主
役
の
表

情
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
横

浜
市
立
大
学
と
名
古
屋
市
立
大

学
の
学
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
の

中
で
「
大
阪
市
立
大
学
は
我
々

三
兄
弟
の
長
男
と
し
て
、
今
後

も
連
携
を
育
て
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
、
今
ま
で
の
実
績

研
究
セ
ン
タ
ー
》（
２
０
１
３
）、

《
健
康
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
》（
２
０
１
３
）、《
医
学

部
附
属
病
院
先
端
予
防
医
療
部
附

属
ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
Ｃ
ｉ
ｔ

ｙ
21
》（
２
０
１
４
）、《
都
市
防

災
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
》

（
２
０
１
５
）の
四
施
設
で
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
任
期
中
最
重
要
課

題
で
あ
っ
た
大
阪
府
立
大
学
と
の

新
大
学
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
未
だ
道
半
ば
。
荒
川
哲
男

新
理
事
長
・
学
長
を
中
心
に
し
た

全
学
一
致
の
協
力
体
制
に
よ
る
大

学
の
新
生
を
願
う
次
第
で
す
」

（
編
集
部
）

野
・
教
育
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
時
代
、
医
学
部
出
身
の
学

長
は
成
長
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
と
し
て
心
強
い
リ
ー
ダ
ー
で

す
」
と
乾
杯
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
研
究
所
所
長
山
中
伸
弥
教
授

を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
の

祝
電
が
披
露
さ
れ
た
。

　

祝
賀
会
終
盤
、
出
席
者
へ
の

お
礼
の
言
葉
と
荒
川
学
長
ご
夫

妻
へ
の
花
束
贈
呈
が
消
化
器
内

科
学
藤
原
靖
弘
教
授
よ
り
行
わ

れ
、
坂
口
浩
樹
第
３
内
科
同
門

会
会
長
よ
り
閉
会
の
辞
が
述
べ

ら
れ
、
最
後
に
荒
川
学
長
か
ら

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
述
べ
ら
れ
祝
賀
会
を
締
め
く

く
っ
た
。

（
編
集
部
）

長
）、
米
田
昭
子（
近
鉄
百
貨
店

商
業
開
発
本
部
参
事
）、
鳥
井
信

吾（
サ
ン
ト
リ
ー
副
会
長
・
大
商

副
会
頭
）、
生
野
照
子（
社
会
医

療
法
人
浪
速
生
野
病
院
）、
西
浦

け
い
子（
マ
ン
ダ
ム
人
事
部
主

幹
）の
各
氏
。
大
阪
の
実
業
家
・

企
業
人
、
評
論
家
、
宗
教
人
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
多
彩
な
顔

ぶ
れ
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
現
代
人
の

心
性
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

味
を
活
か
し
た
授
業
を
展
開
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
度
で
試
行
期
間
を
終
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
荒

川
新
学
長
の
方
針
の
も
と
、「
大

阪
学
」
を
見
直
し
、
来
年
度
以

降
の
授
業
計
画
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
期
待
い
た

だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、「
大

阪
学
」
の
開
設
・
運
営
に
は
、

大
阪
市
立
大
学
同
窓
会
及
び
有

恒
会
の
支
援
を
頂
戴
し
て
い
ま

す
。
改
め
て
関
係
各
位
に
謝
意

を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
か
ら
都
市
研
究

プ
ラ
ザ
が
実
施
し
て
き
た
、文
部

科
学
省
・
Ｇ-

Ｃ
Ｏ
Ｅ（
２
０
０
７

－２
０
１
２
）お
よ
び
共
同
利
用
・

共
同
研
究
拠
点（
２
０
１
４

－

２
０
１
９
）の
課
題
を
中
心
に
総

括
し
、次
の
１０
年
の
方
向
性
を
展

望
す
る
た
め
に
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
す
る
。２２
日（
祝
日
）お

よ
び
２３
日（
金
）は
大
阪
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
、お
よ
び

豊
崎
・
船
場
・
西
成
の
現
場
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る（
２２

日
、小
ホ
ー
ル
の
み
同
時
通
訳
、

他
は
英
語
・
日
本
語
逐
次
訳
あ

り
）。

　

主
要
テ
ー
マ
と
し
て
、文
化
創

造
性
・
地
域
福
祉
・
芸
術
の
各
々

と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
復
元
力
）に
分

け
、Ｂ
． 

シ
ェ
ル
ド
ン（
シ
ド
ニ
ー

大
学
・
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
）、Ｃ
． 

ケ
ス
テ
ル
ー
ト（
ル
ー
ベ
ン
大
学
）、

Ｍ
．ヴ
ェ
ン
テ（
Ｍｏ
ｔ
ｔ
ｅ
）、Ｆ
． 

バ
ル
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー（
ド
イ
ツ
日
本

就
任
ご
挨
拶

櫻
木
弘
之（
理
事
兼
副
学
長
）

就
任
記
念
祝
賀
会

荒
川
哲
男
理
事
長
兼
学
長

退
任
祝
賀
会

西
澤
良
記
前
理
事
長
兼
学
長

―
グ
ロ
ー
バ
ル
視
野
か
ら
見
る
大
阪
―
の
紹
介

理
事
兼
副
学
長　

井
上 

徹

西澤良記ご夫妻と児玉隆夫全学同窓会会長

荒
川
新
学
長（
写
真
右
）と
西
澤
前
学
長（
同
左
）

挨
拶
す
る
荒
川
哲
男
理
事
長
兼
学
長

研
究
所
）な
ど
の
専
門
家
を
招
聘

す
る
と
と
も
に
、自
治
体
や
市
民

団
体
、中
・
高
校
生
な
ど
の
報
告

も
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、梅
田
近
辺
の
長
屋
に
設

置
し
た
豊
崎
プ
ラ
ザ
で
は
、母
屋

で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
と
も
に

周
辺
の
中
崎
町
の
街
歩
き
や「
暮

ら
し
の
今
昔
館
」の
見
学
会
を
行

う
。大
阪
駅
前
第
2
ビ
ル
６
Ｆ
の

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
、
あ
べ
の
メ

デ
ィ
ッ
ク
ス
、
お
よ
び
杉
本
キ
ャ

ン
パ
ス
・
学
術
情
報
総
合
セ
ン

タ
ー
１０
階
会
議
室
な
ど
に
お
い

て
、都
市
プ
ラ
ザ
の
特
別
研
究
員

に
よ
る
研
究
成
果
が
披
露
さ
れ

る
と
と
も
に
、「
昭
和
記
念
館
と

三
木
茂
」（
国
土
交
通
省
）、「
開

高
健
と
田
辺
」、「
美
章
園
の
関
一

（
せ
き
は
じ
め
）邸
」、「
大
塚
国
際

美
術
館
と
信
楽
焼
」な
ど
、世
界

の
中
の
大
阪
の
創
造
性
や
包
摂

性
を
テ
ー
マ
に
し
た
報
告
を
予
定

し
て
い
る
。

トークセッション「大阪市立大学の建築を語る」
日時：平成２８年１１月４日（金）１８：３０～２０：００

場所：田中記念館ホール

　杉本キャンパスは昭和８年に本学の前身である大阪商科
大学として整備され、国の登録有形文化財である１号館な
ど当時の建物４棟が現在も使われています。
　これらは世界を席巻した、モダニズム建築運動の初期の
生き証人であり、現在までのさまざまな物語を伝える建築
でもあります。
　当日は本学の建築の魅力を感じていただくため、この分野
に関わる教員が一堂に会し、多岐にわたる視点から語ってい
ただきます。
　事前の申し込みは不要です。同窓生の方のご参加をお待
ちしています。
・嘉名光市（工学研究科都市系専攻准教授）
・北村昌史（文学研究科世界史学教室教授）
・倉方俊輔（工学研究科都市系専攻准教授）
・小池志保子（生活科学研究科居住環境学講座准教授）
・安竹貴彦（法学研究科教授、大学史資料室長）
（大学運営本部学務企画課、法人運営本部管理課）

２
０
１
６
年
９
月
22

－

24
日

会
場

：

大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー（
上
六
）、          

学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー（
杉
本
）、

各
現
場
プ
ラ
ザ
ほ
か

大
阪
市
立
大
学
・
都
市
研
究
プ
ラ
ザ 

創
立
１０
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
創
造
都
市
・
包
摂
都
市
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」

学
長
特
命
科
目　
（
第
二
回
）「
大
阪
学
」
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大
阪
北
支
部
第
５
５
５
回
例
会

大
阪
南
支
部
と
初
の
合
同
開
催

第
１
２
５
回
ボ
ー
ト
祭

初
夏
の
大
川
で
水
上
の
熱
戦

支部 よりだよりだより
同窓会

　

平
成
28
年
７
月
27
日（
水
）、

阪
急
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
19
Ｆ
『
関

西
文
化
サ
ロ
ン
』
で
、
有
恒
会

大
阪
北
支
部
第
５
５
５
回
例
会

が
開
催
さ
れ
、
38
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
初
め
て
の
試
み
と
し

て
大
阪
南
支
部
と
の
合
同
開
催

と
な
り
、
両
支
部
か
ら
多
数
の

参
加
が
あ
っ
た
。

　

地
元
大
阪
の
同
窓
会
活
動
を

ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部

台
湾
支
部

五代友厚記念事業への取り組み
検討委員会スタート

　全学同窓会では、五代友厚銅像完成を機に今
後は寄付残金（約1,000万円）を有効に活用し、五
代友厚記念事業に取り組むことを申し合わせた。
　その主旨は「五代友厚の志、進取の精神、数々
の偉業等を在学生を始め卒業生、大学関係者、大
阪市民等を対象に広く伝承するための事業を目
的とする」。
　併せて、記念事業への取り組み体制として児玉
全学同窓会会長を委員長に五代プロジェクトメン
バーを中心に検討委員会がスタートすることに
なった。
　当面の主たる活動事項は次の通り。
１）「五代銅像のある広場」を大学へ寄贈（贈呈式
は11月3日の予定。広場の名称は検討中）

２）「五代友厚銅像建立記念誌」の発行（本年10月
刊行予定）

３）大学の講座に五代友厚を冠とする「特別講座」
を設置する

４）その他、五代記念事業として企画立案等
　五代銅像建立プロジェクトの収支は次の通り。

１ 収入の部
寄付金 49,050,000
式典会費、祝い金他 481,896

計 49,531,896

２ 支出の部

銅像等製作費 17,931,136
広場造成費 12,009,384
銅像完成記念事業費 3,090,297
印刷・郵送費、記念品費等 5,606,983

計 38,637,750
３ 収支差額：合計 10,894,146

（単位：円）

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
イ
ベ
ン
ト

幹
事
補
佐
の
比
嘉
で
す
。

　

７
月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
「
第
６
回
Ｏ
Ｃ
Ｕ
芝
刈
大

会
」
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

今
回
の
芝
刈
大
会
は
Ｊ
ａ
ｂ

ａ
ｂ
ｅ
ｋ
ａ 

Ｇ
ｏ
ｌ
ｆ
で
開
催

致
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
会
を
進
行

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

個
人
戦
は
グ
ロ
ス
80
／
ネ
ッ

ト
75
で
中
田
さ
ん
が
優
勝
し
、

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
も
同
時
受
賞
。

　

Ｏ
Ｃ
Ｕ
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部

エ
ー
ス
が
実
力
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
て
頂
き
ま
し
た
。
三
商
大

戦
で
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
位
は
津
田
さ
ん（
グ
ロ
ス

１
０
１
／
ネ
ッ
ト
83
）、
３
位
に

吉
野
さ
ん（
グ
ロ
ス
97
／
ネ
ッ

ト
84
）で
し
た
。

　

新
ハ
ン
デ
改
定
の
際
に
は
、

各
々
の
新
ハ
ン
デ
に
対
す
る
議

論
も
白
熱
し
、
大
き
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

次
回
は
三
商
大
戦
前
の
練
習

を
兼
ね
て
、
恐
ら
く
10
月
頃
？

に
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｋ
Ｔ
支
部
の
参
加
人
数
も
減

少
傾
向
で
す
の
で
、
新
規
会
員

の
捜
索
も
進
め
た
い
で
す
。

（
今
後
の
予
定
）

・
11
月
の
三
商
大
に
向
け
て
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
作
製
を
進
め

る
。

・
Ｏ
Ｃ
Ｕ
タ
イ
と
の
交
流
戦
を

田
宮
さ
ん
と
打
合
せ（
Ｏ
Ｃ

Ｕ
タ
イ
の
皆
様
に
は
三
商
大

ｉ
ｎ 

Ｊ
ａ
ｋ
ａ
ｒ
ｔ
ａ
へ
の

参
加
依
頼
）。

・「
じ
ゃ
か
る
た
新
聞
」
へ
の
記

事
記
載（
他
大
学
に
向
け
て
交

流
戦
の
公
募
依
頼
を
含
む
）。

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
駐
在
す
る

市
大
Ｏ
Ｂ
情
報
を
確
保
す
る

為
、
卒
業
証
明
を
取
得
し
た

履
歴
を
照
会
し
、
新
規
会
員

に
勧
誘
す
る
。

（
比
嘉
恵
作　

商
平
24
卒
）

　

北
陸
支
部
の
誉
田
支
部
長
が

仕
事
の
ご
関
係
で
台
湾
に
お
い

で
の
折
、
６
月
７
日（
火
）台
北

市
内
で
懇
親
の
場
を
設
け
ま
し

た
。

　

市
大
同
窓
会
・
有
恒
会
台
湾

支
部
は
、
昨
年
ま
で
６
名
し
か

い
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
、
今

年
に
入
り
２
名
帰
任
さ
れ
て
し

ま
っ
た
た
め
現
在
４
名
と
非
常

に
寂
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

北
陸
支
部
長
と
は
年
齢
が

離
れ
て
い
る
の
で
、
同
窓
生

で
の
知
り
合
い
は
い
な
い
も

の
の
、
名
刺
交
換
で
仕
事
で

は
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
世
間
の
狭

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
大
学
出
身
と

い
う
こ
と
だ
け
で
、
大
先
輩

と
も
親
し
み
を
も
っ
て
繋
が

れ
る
の
も
こ
の
会
の
良
さ
の

有
恒
会
京
滋
支
部

奈
良
支
部

　

有
恒
会
京
滋
支
部　

定
時
総

会
が
平
成
28
年
６
月
４
日

（
土
）、琵
琶
湖
ホ
テ
ル 

瑠
璃
の

間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
よ
り
理
事
長
兼
学
長 

荒

川
哲
男
様
、
全
学
同
窓
会
会
長 

児
玉
隆
夫
様
、
有
恒
会
本
部
よ

り
副
会
長
森
本
喬
様
、同 

羽
原

顕
三
様
、
大
学
サ
ポ
ー
タ
ー
支

援
室
長
小
澤
洋
子
様
を
お
迎
え

し
て
、
京
滋
支
部
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
今
回
初
め
て
の

企
画
と
し
て
、
滋
賀
県
で
の
開

催
を
試
み
た
。
女
性
や
高
齢
の

　

奈
良
支
部（
高
橋
敏
朗
支
部

長
）の
平
成
28
年
度
総
会
が
５

月
28
日
午
後
１
時
か
ら
ホ
テ
ル

レ
ガ
ー
レ
春
日
野（
奈
良
市
法
蓮

町
）で
開
か
れ
ま
し
た
。来
賓
と

し
て
堀
井
巌
参
院
議
員（
奈
良
選

挙
区
）、櫻
木
弘
之
副
学
長
、西

口
克
彦
全
学
同
窓
会
副
会
長
、

牧
野
忠
廣
、
羽
原
顕
三
両
有
恒

会
副
会
長
も
駆
け
つ
け「
支
部
の

発
展
を
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
高
橋
支
部
長

が「
同
窓
会
と
し
て
の
存
在
意
義

　

児
玉
全
学
同
窓
会
長
か
ら
は
、

全
学
同
窓
会
化
の
礎
を
築
く
た

め
に
も
う
少
し
努
力
す
る
つ
も

り
で
あ
る
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。

　

懇
親
会
は
森
本
有
恒
会
副
会

長
の
乾
杯
発
声
に
始
ま
り
、
美

味
し
い
食
事
を
い
た
だ
き
な
が

ら
旧
交
を
温
め
た
。９
人
も
の
新

会
員（
お
久
し
振
り
の
方
を
含

め
、
乾
宏
、
山
本
順
一
、
稲
垣

隆
、
木
村
進
、
渋
谷
学
、
杉
原

拓
、猪
木
菜
央
、高
橋
優
人
、鳥

殿
奈
央
の
各
氏
）が
参
加
さ
れ
紹

介
さ
れ
た
。

会
員
が
参
加
し
や
す
い
土
曜
日

の
昼
間
に
会
を
設
定
し
多
く
の

会
員
が
集
っ
た
。
会
場
は
琵
琶

湖
を
見
晴
る
か
す
風
光
明
媚
な

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
り
、
同
ホ

テ
ル
の
元
社
長
で
あ
る
中
野
幹

事
の
お
世
話
で
美
し
い
風
景
と

美
味
な
料
理
を
堪
能
す
る
こ
と

が
出
来
た
。

　

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画

は
、『
我
々
は
、
同
窓
生
に
と
っ

て
楽
し
く
役
に
立
つ
集
い
を
行

い
、
母
校
と
地
域
社
会
へ
の
貢

献
を
め
ざ
す
。』と
い
う
考
え
を

軸
に
、
前
年
の
目
標
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
荒
川
理
事
長

兼
学
長
よ
り
、大
阪
府
立
大
学
と

の
統
合
問
題
に
対
す
る
新
理
事

長
と
し
て
の
取
り
組
み
姿
勢
や

新
理
事
長
の
新
構
想「
三
本
の

矢
」（
匠
、
叡
智
、
身
体
力
の
結

集
）に
つ
い
て
お
話
が
あ
っ
た
。

ま
た
、大
阪
市
の
運
営
費
交
付
金

か
ら
は
、老
朽
化
し
た
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
や
食
堂
の
改
修
費
が
出
な

い
の
で
、卒
業
生
の
寄
付
が
不
可

欠
で
あ
る
と
訴
え
ら
れ
た
。

を
高
め
る
た
め
、
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
会
員
の
皆
さ

ん
に
よ
る
人
材
登
録
派
遣
制
度

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、今
後
、軌
道

に
乗
せ
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ

つ
。

　

櫻
木
副
学
長
が「
大
阪
府
立

大
と
の
統
合
が
動
き
出
し
た
。

高
レ
ベ
ル
の
魅
力
的
な
新
大
学

実
現
に
向
け
て
、
同
窓
会
の
皆

さ
ん
の
協
力
は
不
可
欠
」と
強

調
。

　

こ
の
後
、
元
大
阪
市
立
大
生

活
科
学
部
教
授
で
学
校
法
人
き

の
く
に
子
ど
も
の
村
学
園
学
園

長
・
理
事
長
の
堀
真
一
郎
氏
が

「
手
を
使
っ
て
考
え
る
子
ど
も
た

ち
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。

　

引
き
続
き
懇
親
会
が
開
か
れ
、

出
席
者
は
自
己
紹
介
や
近
況
報

告
な
ど
し
て
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

 

同
支
部
で
は
今
年
11
月
６
日
、

第
24
回
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

桜
井
市
の「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
・

ド
・
ぷ
れ
ざ
ん
す
桜
井
」や
談
山

神
社
、
聖
林
寺
な
ど
を
訪
れ
ま

す
。会
費
８
０
０
０
円
。問
い
合

わ
せ
は
、
一
柳
茂
事
務
局
長
電

話
０
７
４
４（
45
）
２
４
０
５

へ
。

（
藤
山
純
一　

法
昭
51
卒
）

　

最
後
に
塚
本
支
部
長
が
朗
々

と
プ
ロ
ロ
ー
グ
を
詠
じ
て「
桜
花

爛
漫
」を
大
合
唱
し
て
散
会
し

た
。

　

今
年
度
の
例
会
予
定
は
次
の

通
り
。

10
月
11
日（
火
）

第
46
回
旧
三
商
大
合
同
懇
親
会

12
月
22
日（
木
）　

例
会（
忘
年
会
）

１
月　

若
手
の
会

３
月　

例
会（
会
員
ス
ピ
ー
チ
）

４
月　

バ
ス
ツ
ア
ー

６
月　

定
時
総
会

（
藤
野
正
純　

商
昭
51
卒
）

ひ
と
つ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
大
学
よ
り
借
用
の

大
学
旗
を
広
げ
て
の
記
念
撮
影

と
な
り
ま
し
た
。 

　

今
後
は
も
っ
と
メ
ン
バ
ー
を

増
や
し
て
輪
を
広
げ
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
台
湾

に
赴
任
さ
れ
て
い
る
方
、
在
住

さ
れ
て
い
る
方
、
留
学
か
ら
戻

ら
れ
た
方
が
、
お
知
り
合
い
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
学

部
問
わ
ず
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

全
学
同
窓
会
・
有
恒

会
台
湾
支
部　

中
野
元
紀

（nakanotw@icloud.com

） 

　

参
加
者
：
誉
田
豊（
北
陸
支
部

長
・
商
昭
44
）、
垣
尾
聡（
経
平

２
）、
高
木
謙
次（
工
平
８
）中
野

元
紀（
商
平
10
）

　

第
１
２
５
回
ボ
ー
ト
祭
が
、

５
月
21
日（
土
）22
日（
日
）の
２

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。

毎
年
５
月
に
桜
ノ
宮
の
大
川
で

行
わ
れ
る
こ
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

大
会
は
、
市
大
生
だ
け
で
な
く

の
部
門
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
特
別
レ
ー
ス
と
し
て
学
長

レ
ー
ス
と
学
部
選
抜
レ
ー
ス
も

行
わ
れ
、
市
大
学
長
艇
は
惜
し

く
も
府
大
学
長
艇
に
敗
れ
２
位

だ
っ
た
。
ど
の
レ
ー
ス
も
熱
戦

を
繰
り
広
げ
、
大
き
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ
た
。

日時：平成28年11月３日（木・祝）

午前10時～午後６時

場所：杉本キャンパス

（学術情報総合センター他）

　今年は、荒川新理事長兼学長
のもと「笑顔あふれる知と健康の
グローカル拠点」というスローガ
ンにあわせて、健康をテーマに小
野薬品工業株式会社の相良社長
様にご講演いただいたり、高原記
念館で疲労測定を行うなど、様々
な企画が用意されています。また
今年は、学生が主催する銀杏祭
の初日とも重なっており、例年以
上に卒業生、学生、保護者で賑わ
うのではと期待しています。（大学
サポーター支援室）

（＊）当日は午後２時から約１時
間、全学同窓会の平成28年度定
期総会を同時開催します。
（＊）銀杏祭の今年のテーマは
「Crazy for 遊」です。開催期間中は
プロのアーティスト・バンドの演奏、
仮装パレードなどあり、また期間中
はクラブサークルがこぞって出す模
擬店（１００店舗以上）があります。

一
般
市
民
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
１
８
８
９
年
か
ら
続

い
て
お
り
、
今
年
で
１
２
５
回

目
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え

た
。
荒
川
学
長
に
よ
る
開
会
の

挨
拶
で
は
、
本
大
会
の
ル
ー
ツ

で
あ
る
「
水
上
運
動
会
」
に
つ

い
て
触
れ
、
そ
の
歴
史
の
深
さ

を
語
っ
た
。

　

レ
ー
ス
は
学
部
の
部
、
文
化

系
サ
ー
ク
ル
の
部
、
体
育
会
系

サ
ー
ク
ル
の
部
、
教
職
員
の
部
、

女
子
の
部
、
市
民
の
部
の
６
つ

盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
両
支

部
の
協
力
体
制
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
は
年
１
回
程
度
の
合
同
開

催
を
検
討
す
る
。

　

当
日
の
講
演
テ
ー
マ
は
「
人

工
知
能（
Ａ
Ｉ
）は
、
ど
こ
ま
で

社
会
を
変
え
る
か
」。

　

講
師
は
、
大
阪
市
立
大
学
経

済
学
部
・
経
済
研
究
科　

橋
本

文
彦
教
授
。

　

橋
本
文
彦
教
授
か
ら
、「
機
械

の
身
体
と
人
間
の
身
体 

機
械
の

心
と
人
間
の
心
」
の
レ
ジ
メ
に

基
づ
き
講
義
を
頂
い
た
。

　

人
工
知
能
の
開
発
と
進
化
の

歴
史
。
Ａ
Ｉ
の
二
つ
の
目
的
、

存
在
の
類
似
か
ら
関
係
の
類
似

へ
の
詳
し
い
解
説
が
あ
っ
た
。

　

最
先
端
技
術
の
一
端
に
触
れ

る
事
が
出
来
、
意
義
深
い
例
会

と
な
っ
た
。

　

懇
親
会
は
、
橋
本
教
授
と
有

恒
会
本
部
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、

楽
し
い
懇
談
の
ひ
と
時
で
し
た
。

（
白
崎
孝
志　

商
昭
45
卒
）

第15回ホームカミングデー
開催のお知らせ

※上記報告は平成28年８月15日現在です。前号（５月発
行）締切以降、下記三名の方から寄付金（各1万円）を受
領しました。
　山口英昌（工昭41卒）島一秀（医昭35卒）里田勝子（生
科昭30卒)
尚、五代友厚銅像建立寄付金は7月末日で締め切りまし
た。
ご協力ありがとうございました。

（五代友厚記念事業検討委員会）
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平
成
28
年
度　

有
恒
会
定
期
総
会
開
催

　

２
０
１
６
年
１
月
号
で
も
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
看

護
系
同
窓
会
よ
つ
ば
会
は
大
阪

市
立
大
学
医
学
部
附
属
厚
生
学

院
を
前
身
と
し
た
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
看
護
系
の
同
窓
会
で
す
。

そ
の
た
め
、
同
窓
生
は
保
健
師
、

助
産
師
、
看
護
師
を
は
じ
め
と

し
、
産
業
保
健
師
、
養
護
教
員
、

教
員
、
訪
問
看
護
師
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

職
員
等
看
護
関
連
の
多
職
種
に

従
事
し
、
活
躍
の
場
も
日
本
だ

け
で
な
く
海
外
に
も
広
げ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
経
験
を
活
用
し
、
平
成

26
年
度
よ
り
、
３
年
次
の
学
生

を
対
象
と
し
て
進
路
ガ
イ
ダ
ン

ス
の
「
先
輩
と
の
交
流
会
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
個
々

の
体
験
を
も
と
に
学
生
達
と
意

見
交
換
し
、
現
場
で
働
く
看
護

職
の
生
の
声
を
届
け
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
現
在
ま
で
に

３
回
開
催
さ
れ
、
毎
回
45
名
余

り
の
参
加
が
あ
り
、
活
発
な
意

会員
コーナー稿投

岩
堂
美
智
子
（
家
政
学
部
昭
和
40
年
卒
）

大
阪
市
立
大
学

生
活
科
学
部
の
歴
史

　

研
究
者
育
成
を
め
ざ
す
大
学

院
は
１
９
５
３
年（
昭
和
28
年
）、

我
が
国
最
初
の
家
政
学
研
究
科

（
修
士
課
程
）と
し
て
、
ま
ず
食

物
・
栄
養
学
専
攻
が
認
可
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
各
専
攻
の
上
に

次
々
に
修
士
課
程
が
認
可
さ
れ

た
。学
部
は
１
９
６
７
年（
昭
和

42
年
）に
は
単
一
の
「
家
政
学

科
」
か
ら
食
物
学
・
被
服
学
・

住
居
学
・
児
童
学
・
社
会
福
祉

学
の
５
学
科
に
分
か
れ
た
。

１
９
６
８
年
10
月
に
は
杉
本
町

に
新
学
舎
が
竣
工（
写
真
①
）。

さ
ら
に
１
９
７
５
年
に
は
学
部

名
称
を

「
生
活
科

学
部
」
と

変
更
、
大

学
院
は
博

士
課
程

（
前
期
・
後

期
）と
し
て
認
可
さ
れ
た
。
家
政

学
・
生
活
科
学
系
で
は
日
本
最

大
の
研
究
教
育
組
織
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
発
足
当
初
よ
り
男

女
共
学
の
本
学
部
は
旧
来
の

ホ
ー
ム
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
、
家
事

や
家
庭
管
理
に
関
す
る
実
践
的

な
学
問
と
い
う
捉
え
方
を
超
え

て
、
人
間
生
活
全
般
に
わ
た
る

生
活
上
の
諸
問
題
を
科
学
的
に

解
決
す
る
実
践
科
学
と
し
て
歩

み
続
け
て
来
た
。
こ
の
間
、
男

子
卒
業
生
は
専
門
を
生
か
し
て

各
界
で
活
躍
す
る
機
会
を
得
た

が
、
多
数
派
女
子
学
生
の
就
職

先
は
ま
だ
ま
だ
少
な
か
っ
た
。

当
時
は
民
間
企
業
で
は
結
婚
退

職
を
勧
奨
す
る
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
し
、
男
子
の
み
採
用
の

求
人
も
ま
か
り
通
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
全
国
の
大
学
や
短
大

な
ど
教
育
研
究
職
に
就
く
卒
業

生
や
、
各
専
攻
を
生
か
し
た
専

門
職（
栄
養
・
建
築
・
心
理
・
福

祉
な
ど
）に
就
き
後
輩
を
励
ま
し

活
躍
を
続
け
た
先
輩
は
男
女
共

に
多
い
。
さ
ら
に
教
職
や
保
育

士
免
許
が
取
得
で
き
る
こ
と
か

ら
、
中
学
・
高
校
の
教
員
や
、

幼
児
教
育
界
で
活
躍
す
る
卒
業

生
も
多
数
輩
出
し
た
。　

　

仕
事
や
同
窓
会
活
動
を
通
じ

て
後
輩
を
育
て
て
下
さ
っ
た
先

輩
方
は
元
・
同
窓
会
会
長
の
右

田
紀
久
恵
氏（
府
立
大
学
名
誉
教

授
・
昭
和
28
年
社
福
卒
）、
河
原

碧
子
氏（
河
原
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー

ル
理
事
長
・
昭
和
32
年
住
卒
）江

幡
淳
子
氏（
元
・
本
学
部
教
授
・

昭
和
34
年
食
院
修
了
）、
山
本
茂

氏（
元
・
日
本
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
財

団
理
事
長
・
昭
和
32
年
社
福
卒
）

平
野
久
美
子
氏（
元
・
本
学
部
教

授
・
昭
和
34
年
食
卒
）、
と
続

く
。
現
会
長
の
岸
本
幸
臣
氏（
羽

衣
学
園
大
学
学
長
・
昭
和
38
年

住
卒
）も
粉
骨
砕
身
、
同
窓
会
活

動
に
力
を
注
い
で
く
だ
さ
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
長
年
本
学
部
に

勤
務
し
卒
業
生
の
名
簿
の
作
成

や
地
道
な
同
窓
会
活
動
の
継
続

に
尽
力
く
だ
さ
っ
た
の
が
元
・

同
窓
会
副
会
長
の
多
田
吉
三
氏

（
名
誉
教
授
・
昭
和
29
年
社
福

卒
）や
中
根
芳
一
氏（
元
・
学
部

長
・
名
誉
教
授
・
昭
和
37
年
住

卒
）。
中
根
氏
は
、
多
分
野
で
活

躍
す
る
各
専

攻
の
教
員
を

集
め
て
「
私

た
ち
の
生
活

科
学
」（
写

真
②
）と
い

う
生
活
科
学

２▼
大
阪
府
大
と
の
新
大
学
実
現
に
向
け
て

動
き
が
具
体
化
し
て
き
た
。今
後
は
両
大

学
の
主
体
的
取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
。

▼
五
代
友
厚
の
銅
像
が
完
成
、こ
れ
か
ら

が
ス
タ
ー
ト
だ
。銅
像
の
広
場
に
集
う
学

生
の
皆
さ
ん
に
五
代
の
志
を
末
永
く
伝
承

し
て
い
た
だ
き
た
い
。　　
　

 （
編
集
人
）

◇編集後記◇

全
体
を
俯

瞰
す
る
書

を
編
纂

し
、
生
活
科
学
の
拡
が
り
と
将

来
を
世
に
問
う
て
お
ら
れ
る
。

　

学
園
紛
争
の
嵐
が
吹
き
荒
れ

た
１
９
６
８
年
以
降
、
生
活
科

学
部
で
は
、
管
理
運
営
組
織

「
教
授
会
」
に
助
手
・
講
師
を
含

め
て
全
教
員
が
参
加
す
る
と
い

う
改
革
が
敢
行
さ
れ
た
。
教
員

は
研
究
と
は
教
育
と
は
、
と
問

い
大
学
改
革
に
真
摯
に
向
き
合

う
。
当
時
は
半
分
以
上
の
学
部

の
女
性
教
員
数
が
０
〜
３
名
と

少
な
い
状
況
だ
っ
た
が
、
本
学

部
に
は
常
時
10
名
程
度
の
女
性

教
員
が
い
た
。
１
９
７
９
年
、

女
子
学
生
達
が
固
定
的
な
男
女

の
役
割
分
担
意
識
を
払
拭
し
、

真
に
男
女
平
等
の
社
会
を
実
現

す
る
担
い
手
と
し
て
巣
立
つ
こ

と
、
女
性
の
お
か
れ
た
現
状
を

知
り
、
職
業
の
選
択
お
よ
び
継

続
、
こ
れ
か
ら
の
男
女
の
生
き

方
な
ど
に
関
し
て
確
か
な
自
覚

を
も
つ
講
義
が
必
要
で
あ
る
と

訴
え
て
い
た
。
本
学
部
の
女
性

教
員
有
志
は
こ
れ
を
受
け
て
全

学
部
に
働
き
か
け
、
後
に
「
女

性
学
」
と
命
名
さ
れ
る
講
義
を

一
般
教
育
科
目
に
置
く
運
動
を

進
め
た
。
実
現
ま
で
20
年
か

か
っ
た
が
２
０
０
０
年
に
や
っ

と
全
学
の
男

女
学
生
に
受

講
の
場
を
提

供
す
る
こ
と

が
で
き
た（
写
真
③
）。
こ
の
書

に
は
市
大
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題

克
服
の
歴
史
が
描
か
れ
て
い
る
。

①

③

②

全学同窓会のホームページを是非ご覧下さい。

◆全学同窓会と各同窓会の最新スケジュー
ルや活動内容、大学の動向など最新情報が
ご覧いただけます。こちらからご覧下さい。

HPHP 大阪市立大学同窓会大阪市立大学同窓会 検 索検 索

　

６
月
11
日
、
本
学
杉
本
キ
ャ

ン
パ
ス
の
学
術
情
報
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
28
年
有
恒
会
評

議
員
会
、
定
期
総
会
、
講
演
会

お
よ
び
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

会
は
学
術
情
報
総
合
セ
ン

タ
ー
10
階
大
会
議
室
で
、
本
学

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
及
び
南
澪
会（
本

学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
）に
よ
る

式
歌
斉
唱
か
ら
始
ま
っ
た
。

１
．
評
議
員
会
・
定
期
総
会

　

評
議
員
会
は
有
恒
会
会
長
の

尾
山
基（
商
昭
49
）に
よ
る
挨
拶

の
後
、
平
成
27
年
度
及
び
28
年

度
の
議
案
が
提
案
さ
れ
て
全
て

承
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
後
す
ぐ
に
定
期
総
会
に

移
り
、
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認

さ
れ
た
。

２
．
講
演
会

　
「
我
が
母
校
が
輝
き
を
増
す
た

め
に
」
と
題
し
て
、
今
年
度
よ

り
本
学
の
理
事
長
兼
学
長
に
就

任
し
た
荒
川
哲
男
氏
が
講
演
を

行
っ
た
。
要
旨
は
本
学
の
歴
史

や
学
長
自
身
の
経
歴
、
府
市
大

統
合
に
つ
い
て
の
現
状
、
今
後

の
本
学
が
目
指
す
方
向
性
に
つ

い
て
話
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
強

調
さ
れ
て
い
た
の
は
、
学
長
自

身
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
「
サ
ム
ラ
イ
魂
」
に
つ

い
て
で
あ
っ
た
。
学
長
は
本
学

の
創
立
に
深
く
関
わ
り
、
本
学

杉
本
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
銅
像
が

建
て
ら
れ
た
五
代
友
厚
に
つ
い

て
触
れ
、「
五
代
友
厚
は
生
粋
の

サ
ム
ラ
イ
で
あ
り
、
彼
は
常
に

サ
ム
ラ
イ
魂
を
大
事
に
し
て
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
っ
た
」

と
語
っ
た
。

　

こ
の
他
に
、
府
市
大
統
合
の

現
状
に
つ
い
て
、
統
合
に
よ
っ

て
非
常
に
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

の
生
き
た
新
公
立
大
学
に
な
る

と
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
今

後
の
本
学
の
目
指
す
方
向
性
に

つ
い
て
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
知
と

健
康
の
グ
ロ
ー
カ
ル
拠
点
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
都

市
大
阪
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能

と
し
て
の
本
学
の
機
能
を
高
め

る
こ
と
、
よ
り
専
門
性
の
高
い

人
材
の
育
成
を
行
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

時
代
に
対
応
で
き
る
国
際
力
の

強
化
を
行
う
こ
と
の
三
点
を
重

点
戦
略
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
と
の
話
で
終
え
た
。

３
．
懇
親
会

　

Ｓ
Ｈ
Ｋ（
市
大
放
送
研
究
会
）

が
司
会
を
務
め
、
会
長
挨
拶
、

来
賓
紹
介
、
来
賓
挨
拶
に
続
き
、

乾
杯
に
移
っ
た
。
本
学
ジ
ャ
ズ

研
究
会
に
よ
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
中
、

参
加
し
た
会
員
た
ち
は
料
理
や

　

７
月
２
日（
土
）学
情
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
。
大
学
か
ら
は
井
上

副
学
長
が
出
席
し
た
。

　

Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
は
新
会
長
の

神
門　

登
氏
を
中
心
に
本
学
ス

ポ
ー
ツ
の
一
層
の
発
展
を
目
指

し
、
本
年
度
は
特
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
芝
生
化
な
ど
環
境
整
備
に

注
力
す
る
。

　

当
日
は
ボ
ー
ト
部
、
拳
法
部

等
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
し
優
秀

賞
の
表
彰
を
行
っ
た
。

　

本
年
度
の
主
た
る
役
員
は
次

看
護
系
同
窓
会
よ
つ
ば
会

酒
類
に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
、
同

窓
生
と
の
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
る
な
ど
、
会
場
は
賑
や
か

で
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

会
の
盛
り
上
が
り
も
最
高
潮
を

過
ぎ
た
こ
ろ
、
抽
選
会
が
開
催

さ
れ
た
。
懇
親
会
の
終
わ
り
に
、

有
恒
会
副
会
長
塚
本
喜
左
衛
門

（
経
昭
46
）の
総
締
め
で
本
学
の

逍
遙
歌
「
桜
花
爛
漫
」
を
参
加

し
た
全
員
で
歌
い
、
威
勢
の
良

い
歌
声
が
会
場
に
響
き
渡
り
、懇

親
会
の
最
後
を
締
め
く
く
っ
た
。

（
丹
下
舜
平
・
法
学
部
二
回
生
）

見
交
換
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
学

生
の
卒
業
後
の
進
路
等
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
が
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
支
援
に
繋
が
っ
て
い
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

「
先
輩
と
の
交
流
会
」の
取
り
組
み
　

ま
た
、
看
護
系
同
窓
会
の
北

陸
支
部（
石
川
県
支
部
）が
設
立

さ
れ
、
会
員
の
同
窓
会
に
対
す

る
愛
着
と
意
識
の
向
上
が
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
看
護
系
同
窓
会

よ
つ
ば
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
て
の
活
動
に
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

の
通
り
。

会
長　

神
門 

登（
工
・
昭
45
）  

紅
撓
会（
ボ
ー
ト
部
）

副
会
長　

山
本 

孝（
工
・
昭
45
） 

清
光
会（
柔
道
部
）

同　

杉
本 

俊
門（
医
・
昭
54
） 

蹴
澪
会（
医
学
部
サ
ッ
カ
ー
部
）

同　

柴
田 

洋（
商
・
昭
57
） 

 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
O
B
会

同　

吉
田 

祐
一（
商
・
昭
62
） 

ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ

事
務
局
長　

徳
尾
野 

徹（
工
・

昭
61
） 
剣
友
会（
剣
道
部
）

大
阪
市
大
ス
ポ
ー
ツ
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
Ａ
）第
27
回
定
期
総
会

第19回 大阪市立大学
ゴルフコンペのお知らせ

主催ＯＣＵＳＡ、体育会、教育後援会、
全学同窓会の後援で次の通り開催される。
日　時： 2016年10月27日（木）
場　所： 飛鳥カントリー倶楽部
参加資格：大阪市立大学・卒業生、教職員、教育後

援会会員、学生その他
競技方法：18ホール　ストロークプレー、ダブルぺ

リア方式
費　用： 総額16,500円（キャディー付き）
参加希望者はＯＣＵＳＡ（島田ゴルフ担当）宛
10月８日（土）迄に申し込む。

◆また、メールマガジン・
ニュースレター配信ご希
望の方や全学同窓会への
ご意見・お問い合わせも上
記からお願いします。

お知らせとお願い

全学同窓会事務局：06-6605-2113
aalumni@ado.osaka-cu.ac.jp
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